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ま え が き 
 

下水道事業をはじめとする公共事業の実施にあたっては，事業の効率性及びその実施過程の透

明性の向上をはかるため，新規事業採択時等に事業評価を実施してきました。下水道事業におい

ては平成10年度より、新規事業採択時評価制度、再評価制度が、平成15年度より事後評価制度が

導入され、本マニュアルは事業評価時に投資費用に対する発現効果を定量的に分析する「費用効

果分析」を行うために活用されてきました。 

平成22年度から下水道事業は原則として社会資本整備総合交付金において支援されるようにな

りましたが、平成29年度以降に着手する一定規模以上の事業については社会資本総合整備計画に

費用便益比の記載が必要となったことや、令和元年度以降、浸水対策を中心に個別補助事業の充

実が図られていることを受け、下水道事業における費用効果分析の重要性は高まっています。 

本マニュアルはこれまでも時代の要請に合わせ、評価項目や分析精度向上に関する項目の追加

を適宜行って参りました。今回の改定は、令和3年4月に改定されたものから、費用効果分析手法

に係る基本的な考え方は踏襲しながら、令和5年9月の「公共事業評価の費用便益分析に関する技

術指針（共通編）」の改定を踏まえ、社会的割引率等について見直しを行ったものです。 

本マニュアルが、今後の下水道事業のさらなる効率的な実施に寄与するものと考えております。 

 
令和5年9月 
 

       国土交通省 水管理・国土保全局 下水道部 
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